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今
年
も
大
盛
況
！
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

今
年
も
大
盛
況
！
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

11
月
１
日
、文
化
会
館
で「
前
夜
祭
カ
ラ

オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
」、
翌
日
の
２
日
に

は
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場
に

「
第
22
回
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、中
学
校

改
築
工
事
の
た
め
、会
場
を
小
学
校
に
移

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、例
年
同

様
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
の
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
で

は
、72
組（
89
名
）の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、

そ
の
内
27
組
が
本
選
に
進
出
し
て
自
慢
の

歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

●
カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者（
敬
称
略
）

優　

勝　

向
井
肇
子　
「
花
筏
」

準
優
勝　

北
吉
笑
美
子「
送
り
酒
」

第
３
位　

榊　

栄
子　
「
紅
花
の
宿
」

歌
唱
賞　

香
村
美
智
子「
望
郷
ひ
と
り
旅
」

熱
演
賞　

村
田
啓
子　
「
花
筏
」

敢
闘
賞　

上
岡
富
士
夫「
札
幌
え
れ
じ
い
」

努
力
賞　

浜
元
正
一　
「
津
軽
海
峡
鮪
船
」

特
別
賞　

宮
本
奈
於
・
米
本
百
合
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
本
祭
の
開
会
式
で
は
、

古
木
町
長
を
は
じ
め
、姉
妹
都
市
恵
庭
市
の

北
越
地
域
振
興
室
長
、高
橋
総
務
部
行
革
・

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
ら
に
よ
り
、「
く
す
玉
」

（
岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出
張
所
製
作
）が

開
か
れ
、そ
の
後
、恒
例
の
餅
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、和
木
紅
鴉
の「
よ

さ
こ
い
」を
皮
切
り
に
、小
・
中
学
校
児
童
生

徒
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
、四
境
太
鼓
、ゴ
ー

オ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、に
し
お
か
す
み
っ
こ

シ
ョ
ー
、広
島
大
学「
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ａ
け
ん
」に
よ

る
け
ん
玉
シ
ョ
ー
な
ど
、多
彩
な
催
し
で
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、「
和
木

小
学
校
緑
の
少
年
隊
」に
よ
る
花
の
苗
の
無

料
配
布
で
は
、緑
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
が

ス
テ
ー
ジ
前
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ナ
ー

や
、ふ
わ
ふ
わ
バ
ル
ー
ン
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、福
祉
バ
ザ
ー
、飲
食
店
な

ど
多
く
の
出
店
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
も「
ち
び
っ
子
相
撲
」や「
よ

ち
よ
ち
赤
ち
ゃ
ん
よ
ー
い
ド
ン
」が
行
わ

れ
、応
援
に
駆
け
つ
け
た
家
族
や
友
人
か

ら
、大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

例
年
大
人
気
の
姉
妹
都
市
恵
庭
市
か
ら

の
産
直
バ
ザ
ー
で
は
、新
鮮
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
、荒
巻
鮭
、北
海
道
限
定
ビ
ー
ル
な
ど
が
、

大
特
価
で
並
べ
ら
れ
、販
売
開
始
か
ら
す
ぐ

に
売
切
れ
商
品
が
続
出
す
る
な
ど
、相
変
わ

今年は小学校で開催されました

前夜祭カラオケのど自慢大会のかわいいトップバッター

飛躍を続ける和木紅鴉の「よさこい」 演奏に磨きがかかる四境太鼓

�

ら
ず
の
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、10
月
16
日
か
ら
11
月
16
日
に

か
け
て
展
示
会
が
行
わ
れ
た
美
術
館
で
は
、

専
心
小
笠
原
流
に
よ
る
お
茶
席
が
用
意
さ

れ
、入
場
者
に
煎
茶
と
茶
菓
子
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、体
育
館
で
は
、各
種
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
や
け
ん
玉
教
室
、エ
コ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
締
め
く
く
り
は
、皆

が
待
ち
に
待
っ
た
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
。
特

賞
の
大
型
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
を
筆
頭
に
、豪

華
賞
品
が
ス
テ
ー
ジ
上
に
並
び
ま
し
た
。

抽
選
は
、古
木
町
長
や
藤
川
実
行
委
員
長
に

よ
り
行
わ
れ
、当
選
者
が
発
表
さ
れ
る
度
に

会
場
が
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
小
・
中
学
生
を
は
じ
め
、多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
大
盛
況
の
う
ち
に

閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

息の合った演奏！小学校吹奏楽クラブ かわいい助っ人が友情出演！中学校吹奏楽部

ちびっ子相撲 美術館でのお茶席

ミニSLコーナー よちよち赤ちゃんよーいドン！ 花の苗の無料配布

ちびっ子相撲大会結果
≪年中の部≫

優　勝　岡田　智輝
準優勝　津島　芳栄
第３位　小山　拓翔
≪年長の部≫

優　勝　西田　寿亨
準優勝　山上慎之介
第３位　重村　勇登
≪１年生の部≫

優　勝　石川　魁人
準優勝　村上　脩馬
第３位　藤川紗都子
≪２年生の部≫

優　勝　古川　茄衣
準優勝　 森 　大和
第３位　佐藤　省吾
≪３年生の部≫

優　勝　佐々木野杏
準優勝　野村　将太
第３位　村田　尚基
≪４年生の部≫

優　勝　谷本　直哉
準優勝　藤井　杏美
第３位　藤川　諒平
≪５年生の部≫

優　勝　久森誠太郎
準優勝　末永　志樹
第３位　奈良　勇輝

（敬称略）　　
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ま
ち
の
話
題

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

　

10
月
30
日
、萩
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
第
58
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

で
、次
の
11
名
の
方
々
が
、社
会
福
祉
協
助

者
と
し
て
、山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
と
し

て
、興
亜
レ
ジ
ャ
ー
開
発
㈱
が
山
口
県
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、和
木
町
の
福
祉
の
向
上

に
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
社
会
福
祉
協
助
者
》　
（
順
不
同
）

　

本
家
博
子
さ
ん　
　
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

　

村
中
正
子
さ
ん　
　
（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）

　

岡
本
三
四
子
さ
ん　
（
瀬
田
１
丁
目
）

　

金
本
ツ
ヤ
子
さ
ん　
（
瀬
田
１
丁
目
）

　

宮
崎
悦
子
さ
ん　
　
（
和
木
１
丁
目
）

　

松
並
美
恵
子
さ
ん　
（
和
木
２
丁
目
）

　

廣
澤
弘
子
さ
ん　
　
（
和
木
２
丁
目
）

　

藤
本
伸
子
さ
ん　
　
（
和
木
２
丁
目
）

　

牧
島
美
智
江
さ
ん　
（
和
木
４
丁
目
）

　

灰
岡
美
穂
子
さ
ん　
（
和
木
４
丁
目
）

　

安
田
槙
子
さ
ん　
　
（
和
木
５
丁
目
）

受章された皆さん

ま
ち
の
話
題

受
賞
に
導
い
た「
思
い
や
り
」の
心　
【
共
同
募
金
】

　

11
月
７
日
、日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
た
全
国
社
会
福
祉
大
会
で
、山
口
県
共

同
募
金
和
木
支
会（
古
木
哲
夫
会
長
）が
、

中
央
共
同
募
金
会
顕
彰
規
程
に
基
づ
き
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
は
、主
に
高
齢
者
や
障
害
者

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
ま
た
は
、地
域
福

祉
活
動
の
啓
発
や
推
進
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、災
害
支
援
準
備

金
と
し
て
、あ
る
い
は
子
育
て
支
援
活
動

に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、共
同
募
金
へ
の
寄
附
は
、

全
国
的
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、和
木
町
で
は
皆
さ
ん
の
共
同
募

金
に
対
す
る
高
い
意
識
と
ご
理
解
の
お
か

げ
で
、今
年
の
募
金
額
は
、県
下
で
唯
一
対

前
年
比
率
が
プ
ラ
ス
と
な
り
、全
国
的
に

も
非
常
に
珍
し
く
、誇
れ
る
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
の
思
い
や
り
の
心
が
生
ん
だ
賜

で
す
。
共
同
募
金
和
木
支
会
で
は
、今
後

も
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
、積

極
的
な
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

更
な
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰藤本タキ子さん

　

11
月
２
日
、
藤
本
タ
キ
子
さ
ん
が
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
か
ら
長

寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
は
、
先
日
も
わ
き
愛
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
掛
け
て
買
物
を
さ

れ
る
な
ど
、
現
在
も
と
て
も
元
気
に
暮
ら

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に

は
十
分
気
を
付
け
ら
れ
、
い
つ
ま
で
も
長

生
き
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

皆さまのご協力の賜です

ま
ち
の
話
題

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

　

10
月
30
日
、和
木
町
交
通
安
全
母
の
会

（
和
木
町
婦
人
会
・
西
田
敏
子
会
長
）が
、和

木
町
内
の
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、交
通

安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、婦
人
会
上
支
部
で
は
、藤
上
さ

ん
宅
を
訪
れ
、外
出
す
る
際
に
は
よ
く
目

立
つ
服
装
を
す
る
こ
と
や
、薄
暮
時
の
散

歩
な
ど
は
自
動
車
に
気
を
付
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

藤上さんに交通安全を呼びかける
会員の皆さん

�

ま
ち
の
話
題

尊
師
親
愛
生
の
精
神
を
礎
に「
教
師
の
日
」開
催

　

11
月
５
日
、文
化
会
館
で「
第
19
回
教
師
の

日
」の
記
念
式
典
が
、小
・
中
学
生
や
教
職
員
、

町
内
教
育
関
係
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約
４
５
０

名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
師
の
日
は
、「
尊
師
親
愛
生
」（
子
は
師
・

親
を
敬
い
、師
は
子
を
讃
え
、親
は
師
を
敬

い
、子
を
慈
し
む
こ
と
）の
精
神
に
基
づ
く
教

育
風
土
の
醸
成
を
目
的
に
平
成
２
年
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、教
育
委
員
会
表
彰
、教
育
長
表

彰
の
後
、「
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
先
生
と
の

心
温
ま
る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
児
童
や
生
徒
、教
職

員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
意
見
発
表
や
応
募
作
品

の
紹
介
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
真
剣
な
表
情

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、和
木
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を

バ
ッ
ク
に「
ビ
リ
ー
ブ
」を
全
員
合
唱
し
閉
会

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
者（
敬
称
略
）

　

福
島
大
也　
　
　
（
和
木
小
６
年
）

　

嘉
屋
奈
　々
　
　
（
和
木
中
２
年
）

　

米
元
ま
り
え　
　
（
和
木
中
卒
業
生
）

　

野
村
明
弓　
　
　
（
和
木
中
卒
業
生
）

　

宮
本
幸
輝　
　
　
（
和
木
中
卒
業
生
）

教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者（
敬
称
略
）

　

山
縣
憂
李　
　
　
（
和
木
小
２
年
）

　

本
田
悠
樹　
　
　
（
和
木
小
３
年
）

　

片
山
真
衣　
　
　
（
和
木
小
５
年
）

　

永
井
利
佳　
　
　
（
和
木
小
６
年
）

　

和
木
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

式典のようす

表彰された皆さん

ま
ち
の
話
題

和
木
紅
鴉 

準
大
賞

　

10
月
19
日
、
岩
国
ま
つ
り
よ
い
と
こ

カ
ー
ニ
バ
ル
で
、
和
木
紅
鴉
の
「
飛
翔
の

舞
」
が
準
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

和
木
紅
鴉
は
、
恵
庭
紅
鴉
と
同
じ
踊
り

を
踊
る
こ
と
で
、
姉
妹
都
市
交
流
を
深
め

た
い
と
平
成
15
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
の
折
も
、
会
場
か
ら
す
ぐ

に
恵
庭
市
に
電
話
で
喜
び
の
声
を
伝
え
る

と
、
恵
庭
の
皆
さ
ん
も
我
が
こ
と
の
よ
う

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　

和
木
町
と
恵
庭
市
、
な
か
な
か
直
接
会

う
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
恵
庭

紅
鴉
か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
ビ
デ
オ
が
届

い
た
り
、
和
木
紅
鴉
の
イ
ベ
ン
ト
の
ビ
デ

オ
を
送
っ
た
り
と
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交

流
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
日
か
、
２
つ
の
紅
鴉
が
合
同
で

踊
れ
る
日
を
楽
し
み
に
、
団
員
一
同
、
一

致
団
結
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

岩国まつり よいとこカーニバルま
ち
の
話
題

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
親
睦

　

11
月
５
日
、
蜂
ヶ
峯
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ

ル
ー
プ
主
催
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
を
対
象
と
し
た
パ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
世
話
人
を
含
め

約
70
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
暖
か
い
日

差
し
の
も
と
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽

し
い
親
睦
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
福
祉
活
動
は
、
町
内
13
ヵ

所
に
設
置
し
て
あ
る
指
定
ア
ル
ミ
回
収
箱

か
ら
回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
販
売
す
る
こ

と
で
得
た
収
益
金
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。皆が注目する中での一打



�

ま
ち
の
話
題

尊
師
親
愛
生
の
精
神
を
礎
に「
教
師
の
日
」開
催

　

11
月
５
日
、文
化
会
館
で「
第
19
回
教
師
の

日
」の
記
念
式
典
が
、小
・
中
学
生
や
教
職
員
、

町
内
教
育
関
係
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約
４
５
０

名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
師
の
日
は
、「
尊
師
親
愛
生
」（
子
は
師
・

親
を
敬
い
、師
は
子
を
讃
え
、親
は
師
を
敬

い
、子
を
慈
し
む
こ
と
）の
精
神
に
基
づ
く
教

育
風
土
の
醸
成
を
目
的
に
平
成
２
年
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、教
育
委
員
会
表
彰
、教
育
長
表

彰
の
後
、「
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
先
生
と
の

心
温
ま
る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介

し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
児
童
や
生
徒
、教
職

員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
意
見
発
表
や
応
募
作
品

の
紹
介
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
真
剣
な
表
情

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、和
木
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を

バ
ッ
ク
に「
ビ
リ
ー
ブ
」を
全
員
合
唱
し
閉
会

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
者（
敬
称
略
）

　

福
島
大
也　
　
　
（
和
木
小
６
年
）

　

嘉
屋
奈
　々
　
　
（
和
木
中
２
年
）

　

米
元
ま
り
え　
　
（
和
木
中
卒
業
生
）

　

野
村
明
弓　
　
　
（
和
木
中
卒
業
生
）

　

宮
本
幸
輝　
　
　
（
和
木
中
卒
業
生
）

教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者（
敬
称
略
）

　

山
縣
憂
李　
　
　
（
和
木
小
２
年
）

　

本
田
悠
樹　
　
　
（
和
木
小
３
年
）

　

片
山
真
衣　
　
　
（
和
木
小
５
年
）

　

永
井
利
佳　
　
　
（
和
木
小
６
年
）

　

和
木
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

式典のようす

表彰された皆さん

ま
ち
の
話
題

和
木
紅
鴉 

準
大
賞

　

10
月
19
日
、
岩
国
ま
つ
り
よ
い
と
こ

カ
ー
ニ
バ
ル
で
、
和
木
紅
鴉
の
「
飛
翔
の

舞
」
が
準
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

和
木
紅
鴉
は
、
恵
庭
紅
鴉
と
同
じ
踊
り

を
踊
る
こ
と
で
、
姉
妹
都
市
交
流
を
深
め

た
い
と
平
成
15
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
の
折
も
、
会
場
か
ら
す
ぐ

に
恵
庭
市
に
電
話
で
喜
び
の
声
を
伝
え
る

と
、
恵
庭
の
皆
さ
ん
も
我
が
こ
と
の
よ
う

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　

和
木
町
と
恵
庭
市
、
な
か
な
か
直
接
会

う
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
恵
庭

紅
鴉
か
ら
懇
切
丁
寧
な
指
導
ビ
デ
オ
が
届

い
た
り
、
和
木
紅
鴉
の
イ
ベ
ン
ト
の
ビ
デ

オ
を
送
っ
た
り
と
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交

流
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
日
か
、
２
つ
の
紅
鴉
が
合
同
で

踊
れ
る
日
を
楽
し
み
に
、
団
員
一
同
、
一

致
団
結
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

岩国まつり よいとこカーニバルま
ち
の
話
題

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
親
睦

　

11
月
５
日
、
蜂
ヶ
峯
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ

ル
ー
プ
主
催
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
を
対
象
と
し
た
パ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
世
話
人
を
含
め

約
70
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
暖
か
い
日

差
し
の
も
と
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽

し
い
親
睦
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
福
祉
活
動
は
、
町
内
13
ヵ

所
に
設
置
し
て
あ
る
指
定
ア
ル
ミ
回
収
箱

か
ら
回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
販
売
す
る
こ

と
で
得
た
収
益
金
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。皆が注目する中での一打
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ま
ち
の
話
題

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

和
木
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
牧

島
許
子
会
長
）
が
永
年
の
地
区
組
織
活
動

の
功
績
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
栄
養
関
係

功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
、
子

ど
も
、
大
人
、
高
齢
者
と
幅
広
い
年
代
の

方
に
対
し
、
講
習
会
、
試
食
会
等
を
通
し

て
、
食
生
活
の
改
善
を
す
す
め
る
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
町
の
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

「
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
」開
催

　

11
月
８
日
、９
日
に
岩
国
地
域
を
主
体

に
県
境
地
域
に
お
い
て
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、地
域
の
朝
市
等
を
つ

な
い
で
一
斉
開
催
す
る
も
の
で
、多
彩
で
新

鮮
な
地
域
農
産
物
の
販
売
や
、ふ
れ
あ
い
施

設
で
の
農
産
物
・
特
産
物
の
販
売
、手
作
り

の
交
流
体
験
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を

進
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
日
は
、和
木
会
場
で
朝
市
が
行
わ
れ
、

例
年
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

受賞おめでとうございます

賑わう朝市

ま
ち
の
話
題

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
で
プ
チ
社
会
人

　

11
月
11
日
か
ら
13
日
の
間
、
和
木
町
内

及
び
近
隣
で
和
木
中
学
校
２
年
の
全
生
徒

が
「
職
場
体
験
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、「
職
場
体
験
を
通
し
て
、

職
業
や
勤
労
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
社
会
に
お
け

る
人
間
関
係
を
学
ぶ
」
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
は
２
名
の
生
徒
が
体
験
学
習
に

訪
れ
、
企
画
総
務
課
で
は
、
各
職
場
で
体

験
学
習
中
の
生
徒
を
取
材
し
た
り
、
文
字

放
送
を
作
成
し
ま
し
た
。
保
健
福
祉
課
で

は
、
保
育
所
と
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
は
、
住
民
票
な

ど
の
窓
口
業
務
や
、
環
境
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

役
場
で
体
験
学
習
を
行
っ
た
野
村
祐
真

君
は
、「
最
初
は
役
場
で
の
体
験
学
習
は

気
乗
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
３

日
間
働
い
て
み
る
と
、
僕
の
知
ら
な
い
和

木
町
が
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
れ
て
と

て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、

僕
た
ち
が
今
普
通
に
生
活
で
き
る
の
も
役

場
が
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
貴
重
な
体
験
を

日
常
生
活
な
ど
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
、
西
村
美
乃
莉
さ
ん
は
、

「
初
め
て
の
職
場
体
験
で
分
か
ら
な
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
役
場
の

方
々
が
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
本
当
に
助

か
り
ま
し
た
。文
字
放
送
を
作
っ
て
み
て
、

自
分
が
作
っ
た
も
の
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
て

い
て
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
役
場

で
学
ん
で
知
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
で
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

文字放送を作成中

生徒が生徒を取材に行きました（幼稚園）

�

ま
ち
の
話
題

幼
・
保
に
遊
具
を
寄
贈

　

和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
ア

ル
ミ
缶
ペ
コ
グ
ル
ー
プ（
弘
中
忠
靖
代
表
）

か
ら
幼
稚
園
・
保
育
所
に
遊
具
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
に
は
、木
製
の
ま
ま
ご
と
道
具

を
10
セ
ッ
ト
、保
育
所
に
は
、ポ
リ
エ
チ
レ

ン
製
の
大
き
な
家
型
遊
具
、子
ど
も
用
ベ

ン
チ
、三
輪
車
３
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
遊
具
は
、子
ど

も
達
と
一
緒
に
末
長
く
大
切
に
使
わ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
出
場
！

　

12
月
23
日
か
ら
開
催
さ
れ
る「
第
39
回

全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

抜
優
勝
大
会
」
に
、
高
水
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
所
属
の
見
越
健
人
さ
ん

（
瀬
田
２
丁
目
）、中
村
颯
さ
ん（
和
木
４
丁

目
）、が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
予
選
大
会
で
は
、順
当
に
決
勝
戦
ま

で
勝
ち
上
が
り
、山
口
高
校
と
対
戦
。
終

始
リ
ー
ド
を
保
ち
な
が
ら
も
、山
口
高
校

の
激
し
い
追
い
上
げ
に
苦
戦
し
ま
し
た

が
、念
願
の
初
優
勝
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
強
豪
校
と
対
戦
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、高
校
生
ら
し
い
勢
い
の
あ
る

プ
レ
ー
を
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

ま
ち
の
話
題

今
回
は「
ペ
タ
ン
ク
」 

婦
人
会
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

11
月
16
日
、体
育
セ
ン
タ
ー
で
和
木
町
婦

人
会（
西
田
敏
子
会
長
）の
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
親
睦
大
会
は
、婦
人
会
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、今
回
は「
室
内
ペ
タ
ン
ク
」を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

目
標
物
の
よ
り
近
く
に
ボ
ー
ル
を
集
め
る

と
い
う
こ
の
競
技
。
単
純
な
ゲ
ー
ム
性
な
が

ら
、力
加
減
が
難
し
く
、な
か
な
か
思
い
通
り

に
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、時
に
は
素
晴
ら

し
い
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し
、会
場
内
は
、終
始

笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

白
熱
！
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
15
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
、
町

子
連
（
吉
田
浅
美
会
長
）
主
催
の
球
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
７
２
名
の
児
童
及
び
保
護

者
が
参
加
、
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年

の
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

町
子
連
で
は
、
異
学
年
・
地
域
の
子
ど

も
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
、
各
単
位

子
ど
も
会
の
ま
と
ま
り
を
チ
ー
ム
編
成
の

基
準
に
し
ま
し
た
。
普
段
と
は
違
う
メ
ン

バ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
チ
ー
ム
も

団
結
し
、
試
合
が
す
す
む
に
つ
れ
、
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
に
は
、
各
地
区
か
ら

保
護
者
が
運
営
委
員
と
し
て
参
加
・
協
力

を
さ
れ
ま
し
た
。

新しい遊具ありがとうございました！

やってみるとなかなか難しい

チーム一致団結で戦いました！

中村颯さん　　見越健人さん
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ま
ち
の
話
題

幼
・
保
に
遊
具
を
寄
贈

　

和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
ア

ル
ミ
缶
ペ
コ
グ
ル
ー
プ（
弘
中
忠
靖
代
表
）

か
ら
幼
稚
園
・
保
育
所
に
遊
具
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
に
は
、木
製
の
ま
ま
ご
と
道
具

を
10
セ
ッ
ト
、保
育
所
に
は
、ポ
リ
エ
チ
レ

ン
製
の
大
き
な
家
型
遊
具
、子
ど
も
用
ベ

ン
チ
、三
輪
車
３
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
遊
具
は
、子
ど

も
達
と
一
緒
に
末
長
く
大
切
に
使
わ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
出
場
！

　

12
月
23
日
か
ら
開
催
さ
れ
る「
第
39
回

全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

抜
優
勝
大
会
」
に
、
高
水
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
所
属
の
見
越
健
人
さ
ん

（
瀬
田
２
丁
目
）、中
村
颯
さ
ん（
和
木
４
丁

目
）、が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
予
選
大
会
で
は
、順
当
に
決
勝
戦
ま

で
勝
ち
上
が
り
、山
口
高
校
と
対
戦
。
終

始
リ
ー
ド
を
保
ち
な
が
ら
も
、山
口
高
校

の
激
し
い
追
い
上
げ
に
苦
戦
し
ま
し
た

が
、念
願
の
初
優
勝
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
強
豪
校
と
対
戦
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る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、高
校
生
ら
し
い
勢
い
の
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プ
レ
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た
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。
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はじまります！裁判員制度
　平成 21年５月 21日から裁判員制度がスタートします！スタートが間近に迫ってきた
この時期、国民の皆さまから多く寄せられている質問をご紹介します。

Ｑ . 裁判員制度はどのような制度ですか？
　裁判員制度は、国民の皆さまの中から選ばれた６人が、裁判員として刑事裁判に参加し、３人の裁判官
と一緒に、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合はどのような刑にするかを決める制度です。
　裁判員制度では、裁判の進め方やその内容に、国民の皆さまの視点や感覚が反映されますので、その結果、
裁判全体に対する国民の理解がより深まり、裁判がより身近に感じられ、司法への信頼が高まっていくこ
とが期待されています。

Ｑ . 仕事が忙しいのですが、辞退できませんか？
　「仕事が忙しい」というだけでは辞退できませんが、とても重要な仕事があり、自分で処理しなければ
著しい損害が生ずるおそれがある場合には、辞退することができます。
　辞退の判断は裁判所が行いますが、その際には、裁判員として裁判所に通う期間、お勤め先の規模や、
代わりの人がいるのか、裁判員として参加することが事業にどの位影響があるのかを考慮することになり
ます。
　裁判員になる方の負担ができるだけ少なくなる制度にしていきたいと考えていますので、裁判員に選ば
れた場合には、ご協力いただきますようお願いいたします。

　裁判員制度についての詳細については、裁判員制度ウェブサイト
（http://www.saibanin.courts.go.jp/）でも紹介していますので、是非ご覧ください！

ま
ち
の
話
題

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
20
周
年
記
念
基
調
講
演
会

　

11
月
21
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
20
周
年
記
念
基
調
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
情
報
化
社
会
に
お
け

る
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
あ
そ
び
を
テ
ー
マ

に
、
使
い
方
を
誤
る
と
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
の
あ
る
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
、
児
童
・

生
徒
・
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て
い

た
だ
こ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
㈶
民
事
法
務
協
会
田
島
和
彦

さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
小
学
６
年
生
、

中
学
校
全
生
徒
、
保
護
者
な
ど
約
３
０
０

名
の
参
加
者
は
、
興
味
深
い
様
子
で
講
演

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講演を行う田島和彦さん

ま
ち
の
話
題

再
生
封
筒
作
り「
清
和
会
」に
社
会
参
加
章

　

11
月
21
日
、山
口
県
庁
で
開
催
さ
れ
た

「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
章
及
び
社
会
参
加

章
」伝
達
式
に
お
い
て
、清
和
会
が
社
会
参

加
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
章
は
、高
齢
者
が
年
齢
に
と
ら
わ
れ

ず
、自
由
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
を
実
践
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等
で
地

域
社
会
活
動
や
世
代
間
交
流
な
ど
の
社
会

参
加
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
団
体

に
内
閣
府
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

清
和
会
は
、社
会
に
何
か
恩
返
し
が
し
た

い
と
、再
生
封
筒
づ
く
り
活
動
を
始
め
ら

れ
、現
在
は
、会
員
数
24
名
で
月
２
回
の
活

動
を
通
じ
、仲
間
づ
く
り
も
で
き
る
と
あ
っ

て
、楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

清和会　亀谷会長
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確定申告はe-Tax( ｲｰﾀｯｸｽ ) が便利です！

	 今年に限り 5,000 円の税額控除
	 　e-Tax は、自宅やオフィスからインターネットを利用して、
	 24 時間（申告期間中）いつでも申告ができる便利なシステムです。
	 e-Tax を利用して所得税の確定申告をすると
	 　⑴最高 5,000 円が所得税の額から控除を受けられます。
	 　⑵源泉徴収票や生命保険料など証明書の添付は省略することができます。

【 注意 】
⑴ e-Taxの利用に当たっては、役場で住民基本台帳カードを取得（有料500円）し、これに電子証明書の発行を受け

る必要があります。住民基本台帳カード取得には申請から取得まで２週間程度かかります。
⑵自宅からインターネットを利用する場合、別途ICカードリーダーが必要です。

問合せ ▼税務課（☎ 52 − 2193）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、e-T

ax

に
よ
る
確
定

申
告
な
ど
で
利
用
す
る
公
的
個
人
認
証
・

電
子
申
請
制
度
で
電
子
証
明
書
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
写
真
つ
き
の

カ
ー
ド
は
役
場
、
銀
行
等
で
の
本
人
確
認

の
公
的
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

大
き
さ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
程
度
の

大
き
さ
で
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

申
請
の
流
れ
▼

① 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
申
請
書
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を
行
っ

た
後
、
手
数
料
５
０
０
円
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

申
請
か
ら
約
２
週
間
後
に
「
交
付
通
知

兼
回
答
書
」
を
本
人
の
住
所
宛
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
「
交
付
通
知
兼
回
答

書
」
に
署
名
、
押
印
し
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③ 

交
付
時
に
暗
証
番
号
（
４
桁
の
数
字
）

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

有
効
期
限
は
10
年
間
で
す
が
、
和
木
町

か
ら
転
出
す
る
と
和
木
町
で
発
行
し
た
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
転
出
先
で
新
た
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52

－

２
１
９
４
）

所得税・住民税の障害者控除の適用を受け
ることができます
　 　これは、要介護認定を受けている方（12月31日現在65歳

以上の方）が「障害者手帳」を取得されていなくても、一定
の要件（身体及び精神の状況）を満たしていれば、町から交
付される「障害者控除対象者認定書」により障害者に準じ
た所得控除が受けられる制度です。

●障害者控除の適用を受けられるのは
　 　要介護認定を受けている方本人、またその方を扶養され

ている親族等で所得税・住民税が課税される方が対象とな
ります。

●控除を受けるためには
　 　「障害者控除対象者認定申請書」（保健福祉課にありま

す）を保健福祉課の窓口へ提出してください。認定された
方へは後日「障害者控除対象者認定書を送付いたします。

●障害者控除対象者認定書の有効期間
　 　この「障害者控除対象者認定書」の有効期間は、障害者控

除の対象となる方の障害事由が続いている間は有効とな
ります。

●控除対象年
　　平成19年分から対象となります。
　問合せ ▼保険福祉課高齢者介護係（☎ 52 − 2196）

固定資産の現況調査について
　税務課では、来年度の固定資産税の課税に向け
て、町内の土地や建物について、職員が町内を回
り現況を調査しています。

　土地の現況が変わっていないか、建物の新築・
増築や取壊しの状況など、来年度の課税に向けて
の調査です。

　この調査にあたり、職員が住民の皆さまの敷地
内に立入りをさせていただいたり、場合によって
は聞き取り調査などをさせていただく事もあり
ます。

　適正な課税には欠かせない大切な調査ですの
で、皆さまのご理解とご協力をお願いいたしま
す。
　問合せ ▼税務課（☎ 52 − 2193）
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度
で
電
子
証
明
書
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
写
真
つ
き
の

カ
ー
ド
は
役
場
、
銀
行
等
で
の
本
人
確
認

の
公
的
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

大
き
さ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
程
度
の

大
き
さ
で
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

申
請
の
流
れ
▼

① 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
窓
口
で
申
請
書
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
本
人
確
認
を
行
っ

た
後
、
手
数
料
５
０
０
円
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

申
請
か
ら
約
２
週
間
後
に
「
交
付
通
知

兼
回
答
書
」
を
本
人
の
住
所
宛
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
「
交
付
通
知
兼
回
答

書
」
に
署
名
、
押
印
し
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③ 

交
付
時
に
暗
証
番
号
（
４
桁
の
数
字
）

を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

　

有
効
期
限
は
10
年
間
で
す
が
、
和
木
町

か
ら
転
出
す
る
と
和
木
町
で
発
行
し
た
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
転
出
先
で
新
た
に
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52

－

２
１
９
４
）

所得税・住民税の障害者控除の適用を受け
ることができます
　 　これは、要介護認定を受けている方（12月31日現在65歳

以上の方）が「障害者手帳」を取得されていなくても、一定
の要件（身体及び精神の状況）を満たしていれば、町から交
付される「障害者控除対象者認定書」により障害者に準じ
た所得控除が受けられる制度です。
●障害者控除の適用を受けられるのは
　 　要介護認定を受けている方本人、またその方を扶養され

ている親族等で所得税・住民税が課税される方が対象とな
ります。
●控除を受けるためには
　 　「障害者控除対象者認定申請書」（保健福祉課にありま

す）を保健福祉課の窓口へ提出してください。認定された
方へは後日「障害者控除対象者認定書を送付いたします。
●障害者控除対象者認定書の有効期間
　 　この「障害者控除対象者認定書」の有効期間は、障害者控

除の対象となる方の障害事由が続いている間は有効とな
ります。
●控除対象年
　　平成19年分から対象となります。
　問合せ ▼保険福祉課高齢者介護係（☎ 52 − 2196）

固定資産の現況調査について
　税務課では、来年度の固定資産税の課税に向け
て、町内の土地や建物について、職員が町内を回
り現況を調査しています。

　土地の現況が変わっていないか、建物の新築・
増築や取壊しの状況など、来年度の課税に向けて
の調査です。

　この調査にあたり、職員が住民の皆さまの敷地
内に立入りをさせていただいたり、場合によって
は聞き取り調査などをさせていただく事もあり
ます。

　適正な課税には欠かせない大切な調査ですの
で、皆さまのご理解とご協力をお願いいたしま
す。
　問合せ ▼税務課（☎ 52 − 2193）
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みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

“
じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算369号

わき あい愛
ボランティアで支えた「わき愛あいフェスティバル」ボランティアで支えた「わき愛あいフェスティバル」

　

恒
例
の
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
11
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
中
学
校
の
建
て
替
え
も
あ
り
、
会
場

を
小
学
校
に
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
和
木
小
学
校
（
徳
重
修
司
校
長
）

６
年
生
と
和
木
中
学
校
（
上
野
敏
文
校

長
）
の
有
志
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
高

校
生
も
含
め
50
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
町
子
連
（
吉
田
浅
美
会
長
）
出
店
の

模
擬
店
や
北
海
道
産
直
バ
ザ
ー
の
準
備
販

売
、
ス
テ
ー
ジ
の
催
し
物
の
裏
方
、
そ
し

て
、
最
後
は
ゴ
ミ
拾
い
ま
で
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
和
木
小
学
校
15
名
の

「
緑
の
少
年
隊
」
の
皆
さ
ん
も
花
の
苗
配

布
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
に
感
謝
」

和
木
中
２
年　

清
水
望
友
紀

　

私
は
あ
る
男
性
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。

　
「
こ
ん
に
ち
は
」

す
る
と
男
性
は
驚
い
た
顔
を
し
て
、私
に
話

し
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

あ
る
夏
休
み
の
夕
方
、私
は
大
竹
市
を
散

歩
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
あ
い
さ
つ
を
心

が
け
て
い
た
の
で
、す
れ
違
う
人
に
な
る
べ

く
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
、自
転
車
に
乗
っ
た
男
性
が
こ
っ

ち
に
向
か
っ
て
来
ま
し
た
。
私
は
い
つ
も

の
よ
う
に「
こ
ん
に
ち
は
」と
、あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
男
性
は
、驚
い
た
顔
を
し
ま
し

た
が
、「
こ
ん
に
ち
は
」と
、あ
い
さ
つ
さ
れ

て
、少
し
歩
き
ま
し
た
。

　
「
あ
の
ー
」と
、突
然
後
ろ
か
ら
声
が
し
て

私
は
振
り
返
り
ま
し
た
。
す
る
と
、さ
っ
き

の
男
性
が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
に
、「
な

ぜ
僕
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
の
？
」
と
、
問
い

か
け
て
き
た
の
で
す
。
私
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
あ
い
さ
つ
は
、も
う

日
常
で
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
、問
わ
れ
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
返
事
に

困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
私
は
あ
い
さ

つ
を
心
が
け
て
い
ま
す
の
で
・
・
・
。」と
、答

え
ま
し
た
。

　

男
性
は
も
う
一
度
驚
い
た
顔
を
し
ま
し

た
が
、
私
に
笑
い
か
け
て
、「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
つ
い
笑
っ
て
し

ま
い
、な
ぜ
お
礼
を
言
っ
た
の
か
と
聞
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
し
ま
っ
た
！
」
と
思
い

ま
し
た
。
ふ
れ
て
欲
し
く
な
か
っ
た
の
で

は
？
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
け
れ
ど
、男
性

は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

男
性
も
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い
て
、あ

い
さ
つ
を
す
る
そ
う
で
す
が
、怖
が
ら
れ
て

逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と
言
う
の
で
す
。
私

は
少
し
頭
に
き
ま
し
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、一

緒
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
ら
・
・
・
。

　

あ
い
さ
つ
を
し
た
だ
け
な
の
に
、喜
ば
れ

た
り
、勇
気
づ
け
に
な
っ
た
り
す
る
の
だ
と

私
は
初
め
て
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

人
達
が
悩
ん
で
い
た
り
、
悲
し
ん
で
い
た

り
、苦
し
ん
で
い
た
り
・
・
・
。
そ
の
人
々
を

救
え
る
一
番
の
方
法
は
、あ
い
さ
つ
な
の
だ

と
、私
は
男
性
に
感
謝
さ
れ
て
わ
か
り
ま
し

た
。

　

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
人
の
中
で
、な
ん

と
な
く
や
っ
て
い
る
人
は
、あ
い
さ
つ
で
人

が
救
え
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。

　

ま
わ
り
で
み
ん
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

る
中
に
い
て
も
、
あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人

は
、面
倒
臭
い
と
か
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
あ
い
さ
つ
は
し
て
い
る
人
、
聞

く
人
が
気
持
ち
い
い
で
す
。

  

あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
誰
か
を
み
な
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
救
っ

て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
文　

最
優
秀
作
品

�0

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時 ▼１２月２０日㈯
　　　　１０時３０分〜１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
　　　　１５時〜１５時３０分
　　　　おはなし会
　　　　「ぴのきお」
対象者 ▼幼児・小学生
場　所 ▼図書館絵本のコーナー
問合せ ▼図書館（☎ 54 − 0222）

年末年始のお知らせ
１２月２６日㈮は、１７時閉館のため、貸出は１６時４５分までです。

年末年始の閉館期間が長いので、

１２月１６日より本の貸出冊数が１０冊となります。

年始の返却は、１月５日㈪から返却できます。

１月５日㈪は、１階ブックポストをご利用ください。

CD等 AV資料は、ブックポストへ入れないでください。

1階事務所窓口へ返却をお願いします。

図書
館行
事案内＆新着CD・図書利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ ５４－０２２２　ＦＡＸ ５４－０２７８

12月の休館日　1日㈪・8日㈪・15日㈪・22日㈪・23日㈷
年末年始27日～翌年1月5日まで

http://www.waki-toshokan.jp/

〈CD〉
☆ひとヒナタ／熊木杏里
☆冬のシンフォニー／サラ・ブライトマン
☆ＰＡＲＴＹＸ’ＭＡＳ
☆ＷＥ ＬＯＶＥ・ヘキサゴン

／ヘキサゴンオールスターズ
☆ＭＹ　ＳＨＯＲＴ　ＳＴＯＲＩＥＳ／ＹＵＩ
☆ベスト　ジョーカー／ポルノグラフィティ
☆ベスト　エース／ポルノグラフィティ
☆デライト／ケイコ・リー
☆ＦＩＲＥ　ＡＧＥ／ザ・クロマニヨンズ
☆雪と氷の旋律／エンヤ
〈一般書〉
『軍師の門上・下』　火坂雅志著
『おひるのたびにさようなら』　安戸悠太著
『けちゃっぷ』　喜多ふあり著
『あまりに野蛮な上・下』　津島佑子著
『ファミリーポートレイト』　桜庭一樹著
『銀のみち一条上･下』　玉岡かおる著
『武士の尾』　森村誠一著

『繁盛商店街の仕掛け人』　鶴野礼子著
『移民漂流　南米からやってくる日系人たち』

杉山春著
『君は誰に殺されたのですか
　パロマ湯沸器事件の真実』　江花優子著
〈児童書・絵本〉
『チームあした』　吉野万理子作・宮尾和孝絵
『てんごくのおとうちゃん』　長谷川義史作
『リンゴの丘のベッツィー』　ドロシー・キャンフィ
ルド・フィッシャー作　佐竹美保絵　多賀京子訳

『わすれられたもり』ローレンス・アンホルト作・絵
さくまゆみこ訳

『赤毛のゾラ上・下』 クルト・ヘルト著　酒寄進一訳
『エゾオオカミ物語』　あべ弘士作
『とうさんのあしのうえで』　いもとようこ作・絵
『ことばのえじてん』　篠崎晃一監修
『こままわるかな　親子でつくるこまの本』

成井俊美作　三枝祥子絵
『ノーと私』　デルフィーヌ・ドゥ・ヴィガン著

加藤かおり訳
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保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

寒
さ
も
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
な
る
と
無
意
識
に
背
中
を
丸
め
て
、寒
さ

を
し
の
ぐ
姿
勢
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
よ

う
な
姿
勢
で
は
、呼
吸
も
小
さ
く
な
る
こ
と

に
お
気
づ
き
で
す
か
。
酸
素
も
十
分
供
給
さ

れ
な
い
た
め
、か
ら
だ
も
冷
え
て
し
ま
い
悪

循
環
に
な
り
ま
す
。
室
外
に
出
た
時
な
ど
は

急
激
な
寒
さ
に
慣
れ
る
ま
で
、確
か
に
か
ら

だ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
す

が
、そ
う
で
な
い
場
合
は
姿
勢
を
よ
く
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
大
き
な
呼
吸
を
す
る

機
会
も
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
に
は
、「
吸
っ
て
、吐

い
て
」と
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
行
う
動
作
が

つ
き
も
の
で
す
。
同
じ
動
作
で
も
呼
吸
を
意

識
す
る
の
と
し
な
い
の
と
で
は
、か
ら
だ
の

温
ま
り
方
や
動
き
が
違
い
ま
す
。
呼
吸
を
意

識
し
て
動
く
と
、指
先
ま
で
温
ま
っ
て
く
る

の
で
、循
環
が
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
を
自
宅

で
行
う
人
は
、と
て
も
よ
い
習
慣
の
持
ち
主

で
す
。
よ
り
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、ぜ
ひ

呼
吸
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ポ
イ
ン
ト
は｢

息
を
吐
く｣

時
を
意
識
す
る

こ
と
で
す
。
し
っ
か
り
吐
き
き
る
こ
と
で
、

次
は
自
然
に
大
き
く
吸
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。体
操
の
最
後
に
行
う
深
呼
吸
で
は
特
に
、

長
く
吐
き
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
き

な
呼
吸
が
で
き
ま
す
。

深
く
、大
き
い
深
呼
吸
を

簡
単
！
胸
式
呼
吸
法

　

手
の
動
作
を
つ
け
る
と
呼
吸
が
わ
か
り
や

す
い
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

①
手
を
肋
骨
に
そ
っ
て
、わ
き
腹
に
お
く
。

② 

胸
が
大
き
く
膨
ら
む
よ
う
に
意
識
し
て
、

息
を
吸
う
。
わ
き
腹
に
お
い
た
手
を
、胸

の
動
き
に
合
わ
せ
て
外
に
動
か
す
。

③ 

吸
っ
た
息
を
す
べ
て
吐
く
こ
と
を
意
識
し

て
、長
く
息
を
吐
き
出
す
。
わ
き
腹
に
お

い
た
手
を
、胸
が
小
さ
く
し
ぼ
む
動
き
に

合
わ
せ
て
内
に
動
か
す
。

④
①
か
ら
③
を
５
回
繰
り
返
す
。

　

こ
の
胸
式
呼
吸
は
座
っ
た
ま
ま
で
で
き
る

こ
と
と
、肺
の
動
き
を
意
識
す
る
こ
と
で
姿

勢
も
よ
く
な
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
腹
式
呼

吸
で
は
腹
筋
を
動
か
す
こ
と
に
集
中
し
て
し

ま
い
呼
吸
が
つ
い
て
こ
な
い
人
で
も
、胸
式

呼
吸
な
ら
簡
単
に
呼
吸
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
や
っ
て
み
る
と
手
先
ま
で
ぬ
く
も
り
、

案
外
腹
筋
も
胸
筋
も
使
う
よ
い
運
動
に
な
る

こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
の
動
作
は
、筋
肉
の
中

で
も
か
ら
だ
の
中
心
に
近
い
深
部
筋
肉
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寒
く
な
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
運
動
か
ら
足
が
遠
の
く
時
期
に

は
、こ
の
よ
う
な
呼
吸
法
が
お
す
す
め
で
す
。

深
く
、大
き
い
呼
吸
を
し
た
後
に
は
、温
か

い
飲
み
物
を
飲
み
、喉
を
潤
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

インフルエンザ予防接種のお知らせ

中学３年生、高校３年生
　「和木町健やか安心事業」※として、中学３年生
と高校３年生を対象に、インフルエンザ予防接種
の費用を助成します。

接種期間 ▼ 12 月 26 日㈮まで
指定医療機関 ▼木村医院・中村クリニック
対象者 ▼ 和木町に住民票がある中学３年生と高校
　　　　３年生の希望者
助成回数 ▼ 1 人 2 回まで
　※予診のみの場合は対象となりません。
申込み ▼  保健相談センターに備え付けてある申請

書に必要事項を記入し、接種券の交付を
受けてください。申請時、印鑑が必要です。

注意事項 ▼  任意予防接種になるため、予防接種法
による健康被害救済制度の適応はあり
ません。

問合せ ▼保健相談センター（☎ 52 − 7290）
　※米軍再編交付金を活用した事業です。

65歳以上高齢者
　町内の満 65 歳以上の方を対象に、インフルエン
ザ予防接種を実施します。

実施期間 ▼ 12 月 26 日㈮まで
実施医療機関 ▼木村医院・中村クリニック
　※ 町外の医療機関にて接種を希望される場合は､

事前に保健相談センターにお問合せください。
対象者 ▼和木町に住民票がある満 65 歳以上の
　　　　希望者
　※  60 歳以上 65 歳未満の方でも、心臓､ 腎臓ま

たは呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級
程度の障害のある人、またはヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に日常生活が不可能
な程度の障害のある人は接種できます。

自己負担額 ▼ 1,050 円
（但し、生活保護受給者は無料）

問合せ ▼保健相談センター（☎ 52 − 7290）

コーンクリーム（缶）…130ｇ
水…500cc
コンソメ（顆粒）…小さじ２
えのき茸…50ｇ
小松菜（またはほうれん草）…100ｇ

　しょうゆ…小さじ１
　こしょう…少々　
　片栗粉…小さじ２
　カニ風味かまぼこ…20ｇ

食推さんのおすすめメニュー

12

とても簡単で、あっさりした美味しいスープです。
ぜひお試しください。� （和木町食生活改善推進協議会　6班）

元気アップ教室のお知らせ
日　時 ▼ 12 月 19 日㈮
　　　　10 時〜 11 時 30 分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼『アロマキャンドル』
準　備 ▼材料費 500 円・タオル
申込み ▼ 12 月 12 日㈮まで。
　　　　先着１5名で締め切ります。
問合せ ▼保健相談センター（☎ 52 − 7290）

健 康 カ レ ン ダ ー（12月16日〜 1月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

12月17日㈬
健康相談 一般の方 9：30〜10：30 体 育 セ ン タ ー

1歳6ヶ月児健診 平成19年5月〜 6月生まれ
12：45〜13：00

保健相談センター

3歳児健診 平成17年11月〜 12月生まれ

18日㈭
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30〜14：30

19日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00〜11：30
25日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

1月8日㈭ 妊婦さんのつどい 妊婦とその家族の方 10：00〜11：30
13日㈫ ベビーアフタービクス 乳児とその保護者の方 14：00〜15：30

15日㈭
健康相談 一般の方 9：30〜10：30 体 育 セ ン タ ー

2歳児歯科健診 平成18年10月〜平成19年1月生まれ 13：00〜13：10 保健相談センター

（材料4人分） とろとろコーンスープ

●作り方
①下準備
　えのき茸…石づきを除き、
　　　　　　２㎝程度に切り、ほぐす。
　
　小松菜…茹でて、粗みじん切りにする。
　　　　　水気を絞っておく。
　
　かにかま…２㎝程度に切り、ほぐす。

②煮る
　鍋にクリームコーンと水、コンソメを入れ、火にかける。
　煮立ったら中火にし、えのき、小松菜、かにかまを加え、
　しょうゆ、こしょうで
　味をととのえる。
　水溶き片栗粉で
　とろみをつける。

（1人分エネルギー　51キロカロリー）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも
放送しています。　ご覧ください。

※１月１５日㈭は２歳児歯科健診のため、プレイルームはお休みです。

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認
してみましょう。受け忘れている予防接種が
ある場合はお子さんの体調が良い時に早めに
医療機関で受けられることをお勧めします。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予
防接種や麻しん風しん予防接種（第２・３・
４期）は受けましたか？実施期間は３月末ま
でですが、少しでも早く免疫を獲得し、お子
さんと町の健康づくり、感染症予防のために、
冬休みなどを利用して年内に受けられること
をお勧めします。期間を過ぎた場合、有料に
なりますのでご注意ください。

二種混合
小学 6年生
（平成 8年 4月 2日〜
平成 9年 4月 1日生まれ）

麻しん風しん
（第２期）

年長児
（平成 14年 4月 2日〜
平成15年4月1日生まれ）

麻しん風しん
（第３期）

中学 1年生
（平成 7年 4月 2日〜
平成 8年 4月 1日生まれ）

麻しん風しん
（第４期）

高校３年生
（平成 2年 4月 2日〜
平成 3年 4月 1日生まれ）

●各学年時に接種が必要な予防接種の対象者

問合せ ▼保健相談センター（☎ 52 − 7290）

受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？



コーンクリーム（缶）…130ｇ
水…500cc
コンソメ（顆粒）…小さじ２
えのき茸…50ｇ
小松菜（またはほうれん草）…100ｇ

　しょうゆ…小さじ１
　こしょう…少々　
　片栗粉…小さじ２
　カニ風味かまぼこ…20ｇ

食推さんのおすすめメニュー

12

とても簡単で、あっさりした美味しいスープです。
ぜひお試しください。� （和木町食生活改善推進協議会　6班）

元気アップ教室のお知らせ
日　時 ▼ 12 月 19 日㈮
　　　　10 時〜 11 時 30 分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼『アロマキャンドル』
準　備 ▼材料費 500 円・タオル
申込み ▼ 12 月 12 日㈮まで。
　　　　先着１5名で締め切ります。
問合せ ▼保健相談センター（☎ 52 − 7290）

健 康 カ レ ン ダ ー（12月16日〜 1月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

12月17日㈬
健康相談 一般の方 9：30〜10：30 体 育 セ ン タ ー

1歳6ヶ月児健診 平成19年5月〜 6月生まれ
12：45〜13：00

保健相談センター

3歳児健診 平成17年11月〜 12月生まれ

18日㈭
プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00
育児相談 乳幼児とその保護者の方 13：30〜14：30

19日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00〜11：30
25日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00〜15：00

1月8日㈭ 妊婦さんのつどい 妊婦とその家族の方 10：00〜11：30
13日㈫ ベビーアフタービクス 乳児とその保護者の方 14：00〜15：30

15日㈭
健康相談 一般の方 9：30〜10：30 体 育 セ ン タ ー

2歳児歯科健診 平成18年10月〜平成19年1月生まれ 13：00〜13：10 保健相談センター

（材料4人分） とろとろコーンスープ

●作り方
①下準備
　えのき茸…石づきを除き、
　　　　　　２㎝程度に切り、ほぐす。
　
　小松菜…茹でて、粗みじん切りにする。
　　　　　水気を絞っておく。
　
　かにかま…２㎝程度に切り、ほぐす。

②煮る
　鍋にクリームコーンと水、コンソメを入れ、火にかける。
　煮立ったら中火にし、えのき、小松菜、かにかまを加え、
　しょうゆ、こしょうで
　味をととのえる。
　水溶き片栗粉で
　とろみをつける。

（1人分エネルギー　51キロカロリー）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも
放送しています。　ご覧ください。

※１月１５日㈭は２歳児歯科健診のため、プレイルームはお休みです。

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認
してみましょう。受け忘れている予防接種が
ある場合はお子さんの体調が良い時に早めに
医療機関で受けられることをお勧めします。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予
防接種や麻しん風しん予防接種（第２・３・
４期）は受けましたか？実施期間は３月末ま
でですが、少しでも早く免疫を獲得し、お子
さんと町の健康づくり、感染症予防のために、
冬休みなどを利用して年内に受けられること
をお勧めします。期間を過ぎた場合、有料に
なりますのでご注意ください。

二種混合
小学 6年生
（平成 8年 4月 2日〜
平成 9年 4月 1日生まれ）

麻しん風しん
（第２期）

年長児
（平成 14年 4月 2日〜
平成15年4月1日生まれ）

麻しん風しん
（第３期）

中学 1年生
（平成 7年 4月 2日〜
平成 8年 4月 1日生まれ）

麻しん風しん
（第４期）

高校３年生
（平成 2年 4月 2日〜
平成 3年 4月 1日生まれ）

●各学年時に接種が必要な予防接種の対象者

問合せ ▼保健相談センター（☎ 52 − 7290）

受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？



13

10周年記念

Band Meeting in WAKI vol.12

日　時 ▼ 12月７日㈰
　　　　一部　11時〜16時
　　　　二部　18時〜20時
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼一部　無料
　　　　二部　前売　2,000円
　　　　　　　当日　2,500円
チケット販売所 ▼

　　　　○総合コミュニティセンター
　　　　○文化会館
　　　　○ふちだ楽器店
出　演 ▼一部　アマチュアバンド
　　　　二部　カウンタームーン※
問合せ ▼文化協会（☎52−2191）

※カウンター ムーン
　日本を代表する女性ロック・ボーカリス
ト、金子マリを擁する、この日だけのスペ
シャル・バンド。金子マリ（vo）、森園勝敏（g）、
岡井大二（ds）、鳴瀬喜博（b）、佐藤準（key）

ホートン〜ふしぎな世界のダレダーレ〜

　日 　 時 ▼ 12 月 24 日㈬　14 時〜

　場 　 所 ▼文化会館ホール

　上映時間 ▼ 1 時間 26 分

　入 　 場 ▼無料

フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
会

14

期　

日
▼
11
月
１
日

場　

所
▼
蜂
ケ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝　

ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部

（
５
年
生
以
下
）

交通規制のお知らせ
　『第 11 回蜂ヶ峯クロスカントリー大会』実施の
ため、蜂ヶ峯総合公園内園路の一部が下記期間中、
通行止等規制されます。

通行規制実施日 ▼平成 21 年 1 月 12 日㈷
通行規制時間帯 ▼ 10 時〜 14 時
通行規制区間 ▼蜂ヶ峯総合公園町民の森付近〜
　　　　　　　　　　蜂ヶ峯ゴルフガーデン付近
問合せ ▼体育センター
　　　　（☎ 52 − 2811）

玖
波
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

山
口
県
体
育
大
会
結
果

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

期　

日
▼
11
月
２
日

場　

所
▼
宇
部
市
中
央
公
園
球
技
場

結　

果
▼
女
子
Ｃ
級　

玖
珂
郡　

第
２
位

●
弓
道
競
技

期　

日
▼
年
11
月
16
日

場　

所
▼
山
口
県
弓
道
場（
山
口
市
）

■
近
的
競
技（
団
体
の
部
・
郡
部
）敬
称
略

優　

勝　

玖
珂
郡
Ｂ

初優勝おめでとう！

通行規制区間図

※色付き部分が交通規制区間

　
　
（
中
村
賢
一
、中
村
明
美
、中
村
恭
二
）

準
優
勝　

玖
珂
郡
Ｃ

　
　
（
冨
田
博
、小
松
義
人
、藤
本
正
明
）

■
近
的
競
技（
男
子
個
人
の
部
・
郡
部
）

優　

勝　

中
村　

恭
二

準
優
勝　

中
村　

賢
一

３　

位　

冨
田　

博

■
近
的
競
技（
女
子
個
人
の
部
・
郡
部
）

３　

位　

中
村　

明
美

■
遠
的
競
技（
個
人
の
部
・
郡
部
）

優　

勝　

竹
島　

佳
宏

準
優
勝　

中
村　

賢
一

第
３
位　

中
村　

恭
二

遠的競技個人　優勝
竹島佳宏さん

中村賢一さん　中村明美さん　中村恭二さん
近的競技団体　優勝チーム
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ス
競
技

期　

日
▼
11
月
２
日

場　

所
▼
宇
部
市
中
央
公
園
球
技
場

結　

果
▼
女
子
Ｃ
級　

玖
珂
郡　

第
２
位

●
弓
道
競
技

期　

日
▼
年
11
月
16
日

場　

所
▼
山
口
県
弓
道
場（
山
口
市
）

■
近
的
競
技（
団
体
の
部
・
郡
部
）敬
称
略

優　

勝　

玖
珂
郡
Ｂ

初優勝おめでとう！

通行規制区間図

※色付き部分が交通規制区間

　
　
（
中
村
賢
一
、中
村
明
美
、中
村
恭
二
）

準
優
勝　

玖
珂
郡
Ｃ

　
　
（
冨
田
博
、小
松
義
人
、藤
本
正
明
）

■
近
的
競
技（
男
子
個
人
の
部
・
郡
部
）

優　

勝　

中
村　

恭
二

準
優
勝　

中
村　

賢
一

３　

位　

冨
田　

博

■
近
的
競
技（
女
子
個
人
の
部
・
郡
部
）

３　

位　

中
村　

明
美

■
遠
的
競
技（
個
人
の
部
・
郡
部
）

優　

勝　

竹
島　

佳
宏

準
優
勝　

中
村　

賢
一

第
３
位　

中
村　

恭
二

遠的競技個人　優勝
竹島佳宏さん

中村賢一さん　中村明美さん　中村恭二さん
近的競技団体　優勝チーム
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各
種
お
知
ら
せ

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る「
行
政
相

談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
12
月
18
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室（

☎
52

－

１
６
１
６
）

行

政

相

談

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、お
困
り
の
こ
と
や
、悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52

－

８
６
４
４
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
巡
回
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29

－

１
５
２
５
）

12
月
４
日
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」

《
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
》

　

育
て
よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権
意
識

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
亨
有
し
、平
和

で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、自
分
の

人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権
に
つ
い
て

も
正
し
く
理
解
し
、人
権
を
相
互
に
尊
重
し

合
う
こ
と
と
も
に
、「
思
い
や
り
の
心
」、「
か

け
が
え
の
な
い
命
」を
大
切
に
す
る
こ
と

が
、今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
中
、特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、常
設
人
権
相

談
所
は
次
の
と
お
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
ご
と
や
お
困
り
の
こ
と
な
ど
つ
い

て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
人
権
相
談
所

日　

時
▼
12
月
４
日
㈭

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼
佐
藤
喜
一
郎

　
　
　
　

元
浄
公
昭

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52

－

２
１
９
４
）

●
常
設
人
権
相
談
所

時　

間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

　
　
　
　

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16

－

35

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43

－

１
１
２
５
）

※ 

い
ず
れ
も
相
談
料
は
無
料
で
す
。
相
談

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

第
60
回
人
権
週
間

給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員
▼
１
名

資　

格
▼
普
通
免
許
を
持
ち
、
配
送
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
が
で
き
、
給
食
セ
ン
タ
ー

で
の
作
業
が
で
き
る
人

勤
務
先
▼
和
木
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容
▼
学
校
給
食
の
配
送
、
回
収
、

セ
ン
タ
ー
内
の
作
業

勤
務
日
▼
給
食
を
実
施
す
る
日
、
セ
ン

タ
ー
内
作
業
が
あ
る
日

勤
務
時
間
▼
７
時
30
分
〜
15
時
30
分

賃　

金
▼
日
額
８
，
０
０
０
円

保
険
等
▼
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・
厚
生

年
金
、
労
災
保
険

応
募
方
法
▼
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
顔
写

真
添
付
）
を
記
入
し
、
申
込
期
限
内
に
教

育
委
員
会
（
文
化
会
館
内
）
に
提
出

申
込
期
限
▼
12
月
15
日
㈪

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53

－

３
１
２
３
）

寝
た
き
り
者
介
護
見
舞
金
を
支
給

　

町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、身
体
上
ま
た

は
精
神
上
の
著
し
い
障
害
の
た
め
介
護
保

険
法
に
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
が
４
ま

た
は
５
の
方
等
を
在
宅
で
常
時
介
護
し
て

い
る
方
に
対
し
、見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

基
準
日
▼
10
月
１
日

支
給
月
▼
12
月

年　

額
▼
10
万
５
千
円（
入
院
ま
た
は
入

所
生
活
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ

い
て
は
減
額
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（☎

52

－

２
１
９
５
）

山
口
県
社
会
人
経
験
者
等
採
用
試
験

　

県
で
は
、複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、公
務
部
内

の
育
成
で
は
得
ら
れ
な
い
専
門
性
や
多
様

な
経
験
を
有
す
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

一
次
試
験
日
▼
12
月
21
日
㈰

申
込
締
切
▼
12
月
12
日
㈮

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
12
月
５
日
㈮
ま
で

試
験
職
種
▼
行
政
職

採
用
予
定
人
数
▼
３
名
程
度

受
験
資
格
▼

⑴ 

昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

⑵ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

② 

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人（
準
禁

治
産
者
を
含
む
。）

③ 

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
、そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

④ 

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
な
い
者

⑤ 

日
本
国
憲
法
又
は
、そ
の
下
に
成
立
し

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

採
用
予
定
日
▼
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降

申
込
み
・
問
合
せ
▼
山
口
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
８
３

－

９
３
３

－

４
４
７
４
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▼

http://w
w

w
.pref.yam

aguchi.jp/cm
s/

a33000/shiken/saiyo-joho.htm
l

16

生
改
連
朝
市
の
お
知
ら
せ

日　

時
▼
12
月
16
日
㈫　

９
時
〜

場　

所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52

－

２
１
９
４
）

日　

時
▼
12
月
11
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演　

題
▼
認
知
症
に
つ
い
て
【
年
の
せ

い
？
認
知
症
？
困
っ
た
時
は
！
】

講　

師
▼
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー　

認
知

機
能
疾
患
科
医
長　

片
山
禎
夫

※
一
般
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　象 ▼昭和 63 年４月２日から、
　　　　平成元年４月１日までに生まれた方
日　時 ▼平成 21 年１月 11 日㈰
　　　　受付：10 時 30 分〜
　　　　式典：11 時〜 11 時 30 分
　　　　アトラクション：12 時〜 13 時
場　所 ▼総合コミュニティセンター
問合せ ▼教育委員会（☎ 53 − 3123）

平成 21 年成人式

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
月
31

日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
、行
わ
れ
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
国
や
地
方
自
治
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
の

研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材

な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
（
☎
52

－

２
１
３
）

県
商
工
労
働
部
統
計
課

（
☎
０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
５
４
）

20
歳
に
な
ら
れ
た
学
生
の
方
へ

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳

以
上
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
所
得
が
少
な

い
等
の
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
た
め
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
大
学
等
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
１
１
８
万
円
以
下
の
方
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（☎

52

－

２
１
９
５
）

年末年始の旅券（パスポート）の取扱窓口について
●年末年始の旅券の窓口業務（申請受理・交付）の実施日
　年　末 ▼平成 20 年 12 月 26 日㈮で終了　　　　　　年　始 ▼平成 21 年 1 月 5 日㈪から開始
　問合せ ▼国際課旅券センター（☎ 083 − 933 − 2352）

※旅券発給の特例
　年末年始の窓口業務休業日において、市町民から緊急事態（親族等が外国において、交通事故や急病等
の不測の事態に遭遇し、生命に関わる状況に置かれている場合。）により、旅券を必要とする旨相談があっ
た場合は県庁守衛室（☎ 083 − 933 − 2352）に連絡してください。
　なお、緊急発給については本庁のみで、岩国、周南、下関及び萩パスポートセンターでは取扱いができ
ませんのでご注意ください。

取　扱　窓　口
申請日 交付日

申 請 場 所 交 付 場 所

県庁内
旅券センター

県庁内
旅券センター

平成 12 月 18 日㈭までに申請 平成 20 年 12 月 26 日㈮までに交付

平成 12 月 19 日㈮以降に申請 平成 21 年 1 月 5 日㈪以降に交付

宇部会場 平成 12 月 24 日㈬までに申請 平成 21 年 1 月 7 日㈬に交付

県内
各パスポート

センター

申請した
パスポート
センター

平成 12 月 16 日㈫までに申請 平成 20 年 12 月 26 日㈮までに交付

平成 12 月 17 日㈬以降に申請 平成 21 年 1 月 5 日㈪以降に交付

県庁内
旅券センター

平成 12 月 17 日㈬までに申請 平成 20 年 12 月 26 日㈮までに交付

平成 12 月 18 日㈭以降に申請 平成 21 年 1 月 5 日㈪以降に交付

第
８
回
和
木
大
学
講
座

介
護
予
防
講
演
会
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生
改
連
朝
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日　

時
▼
12
月
16
日
㈫　

９
時
〜

場　

所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52

－

２
１
９
４
）

日　

時
▼
12
月
11
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演　

題
▼
認
知
症
に
つ
い
て
【
年
の
せ

い
？
認
知
症
？
困
っ
た
時
は
！
】

講　

師
▼
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー　

認
知

機
能
疾
患
科
医
長　

片
山
禎
夫

※
一
般
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　象 ▼昭和 63 年４月２日から、
　　　　平成元年４月１日までに生まれた方
日　時 ▼平成 21 年１月 11 日㈰
　　　　受付：10 時 30 分〜
　　　　式典：11 時〜 11 時 30 分
　　　　アトラクション：12 時〜 13 時
場　所 ▼総合コミュニティセンター
問合せ ▼教育委員会（☎ 53 − 3123）

平成 21 年成人式

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
月
31

日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
、行
わ
れ
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
国
や
地
方
自
治
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
の

研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材

な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
（
☎
52

－
２
１
３
）

県
商
工
労
働
部
統
計
課

（
☎
０
８
３

－
９
３
３

－

２
６
５
４
）

20
歳
に
な
ら
れ
た
学
生
の
方
へ

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳

以
上
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
所
得
が
少
な

い
等
の
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
た
め
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
大
学
等
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
１
１
８
万
円
以
下
の
方
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（☎

52

－

２
１
９
５
）

年末年始の旅券（パスポート）の取扱窓口について
●年末年始の旅券の窓口業務（申請受理・交付）の実施日
　年　末 ▼平成 20 年 12 月 26 日㈮で終了　　　　　　年　始 ▼平成 21 年 1 月 5 日㈪から開始
　問合せ ▼国際課旅券センター（☎ 083 − 933 − 2352）

※旅券発給の特例
　年末年始の窓口業務休業日において、市町民から緊急事態（親族等が外国において、交通事故や急病等
の不測の事態に遭遇し、生命に関わる状況に置かれている場合。）により、旅券を必要とする旨相談があっ
た場合は県庁守衛室（☎ 083 − 933 − 2352）に連絡してください。
　なお、緊急発給については本庁のみで、岩国、周南、下関及び萩パスポートセンターでは取扱いができ
ませんのでご注意ください。

取　扱　窓　口
申請日 交付日

申 請 場 所 交 付 場 所

県庁内
旅券センター

県庁内
旅券センター

平成 12 月 18 日㈭までに申請 平成 20 年 12 月 26 日㈮までに交付

平成 12 月 19 日㈮以降に申請 平成 21 年 1 月 5 日㈪以降に交付

宇部会場 平成 12 月 24 日㈬までに申請 平成 21 年 1 月 7 日㈬に交付

県内
各パスポート

センター

申請した
パスポート
センター

平成 12 月 16 日㈫までに申請 平成 20 年 12 月 26 日㈮までに交付

平成 12 月 17 日㈬以降に申請 平成 21 年 1 月 5 日㈪以降に交付

県庁内
旅券センター

平成 12 月 17 日㈬までに申請 平成 20 年 12 月 26 日㈮までに交付

平成 12 月 18 日㈭以降に申請 平成 21 年 1 月 5 日㈪以降に交付

第
８
回
和
木
大
学
講
座

介
護
予
防
講
演
会
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平
成
21
年
和
木
町
新
春
書
初
め
会

日　

時
▼
平
成
21
年
１
月
10
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

定　

員
▼
40
名
（
先
着
順
）

対　

象
▼
町
内
に
在
住
の
小
学
生

（
保
護
者
同
伴
歓
迎
。
小
さ
な
お

子
様
に
は
手
形
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
）

指　

導
▼
先
生
に
よ
る
正
し
い
書
道

の
指
導
も
あ
り
ま
す
。

持
参
物
▼
書
道
用
具
一
式
、
「
書
き

方
」
・
「
書
写
」
の
教
科
書
、
作
品

を
書
く
と
き
の
下
敷
き
（
新
聞
紙
で

も
可
）
、
新
聞
紙
１
日
分
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
雑
巾
１
枚

参
加
賞
▼
参
加
者
全
員
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

申
込
締
切
▼
12
月
19
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
文
化
協
会

（
☎
52

－

２
１
９
１
）

（

52

－

５
２
２
０
）

和

木

短

歌

会

杳
き
日
に
夢
中
で
遊
び
し
里
の
川

　

護
岸
歩
め
ば
想
い
出
ふ
つ
ふ
つ�

嘉
屋　

笑
子

忠
魂
碑
仰
ぎ
て
偲
ぶ
若
く
し
て

　

逝
き
た
る
義
兄
よ
安
ら
け
く
あ
れ�

森
本　

初
子

木
犀
の
花
の
香
風
に
匂
ひ
初
む

　

秋
の
ま
つ
り
の
今
年
も
近
し�

大
野　

千
尋

生
き
方
が
な
ぜ
か
自
分
に
ピ
ン
と
く
る

　
「
遠
藤
周
作
・
エ
ッ
セ
イ
」
を
読
む�

横
川
美
代
子

訪
ね
来
し
馬
籠
の
小
径
そ
こ
か
し
こ

　

金
木
犀
の
花
咲
き
匂
ふ�

藤
上　

紀
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
11
月
22
日
句
会
）

【
相　

談
】

　

ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
き
た
98
円

の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
袋
菓
子
を

開
け
る
と
、
中
に
ご
ま
粒
状
の
虫

が
、数
匹
入
っ
て
い
た
。
そ
の
ま
ま

捨
て
な
い
で
と
っ
て
あ
る
が
、ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

【
処
理
結
果
】

　

混
入
物
の
虫
が
分
か
る
よ
う
に

写
真
を
撮
り
、そ
の
菓
子
メ
ー
カ
ー

の
お
客
様
相
談
室
に
申
し
出
て
、結

果
報
告
を
書
面
で
求
め
る
よ
う
に

助
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、同
時
に
最

寄
り
の
保
健
所
に
も
連
絡
し
、混
入

防
止
策
の
改
善
と
衛
生
管
理
の
徹

底
等
を
、メ
ー
カ
ー
に
指
導
し
て
も

ら
う
様
に
助
言
し
ま
し
た
。
後
日
、

相
談
者
か
ら
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
が
来
宅
し
、「
製
造
過
程
に
お

い
て
混
入
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、大

変
申
し
訳
な
く
、今
後
は
十
分
気
を

つ
け
る
。」
旨
の
詫
び
状
と
代
替
品

を
持
参
し
て
き
た
と
連
絡
が
入
り

ま
し
た
。 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

食
品
に
異
物
が
混
入
し
て
い
た

り
し
て
異
常
を
感
じ
た
時
は
、生
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、未
然

防
止
、拡
大
防
止
の
た
め
に
も
す
ぐ

に
販
売
店
と
メ
ー
カ
ー
、保
健
所
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

異
物
が
混
入
し
た
食
品
を
食
べ

た
こ
と
に
よ
り
、
身
体
に
損
害
を

被
っ
た
場
合
、製
造
業
者
に
対
し
て

損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
製
造
業
者
に
損
害
賠
償

を
求
め
る
に
は
、製
品
の
欠
陥
が
原

因
で
被
害
を
被
っ
た
こ
と
を
被
害

者
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、①
事
故
の
原
因
と

な
っ
た
商
品
は
保
管
し
て
お
く
こ

と
②
治
療
は
早
目
に
行
き
、診
断
書

や
領
収
書
を
受
け
取
っ
て
お
く
こ

と
③
調
査
は
保
健
所
な
ど
公
的
機

関
で
行
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
メ
ー

カ
ー
に
依
頼
す
る
場
合
は
、事
故
品

の
写
真
を
撮
る
と
共
に
、預
り
証
を

受
け
取
っ
て
お
く
こ
と
な
ど
が
重

要
で
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　

静
子（
☎
52

－

２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３

－

９
２
４

－

２
４
２
１
）

寄 

付
・
寄 

贈

消費者生活相談
だより Vol.50

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

片
岡
サ
ヨ
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

　

増
井
真
奈
美
さ
ん
（
広
島
市
）

●
一
般
寄
付

　

松
並
節
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

　

う
さ
ぎ
や　

様

鯛
釣
り
の
あ
ま
た
出
て
ゐ
る
小
春
か
な�

陣
場　

孝
子

黄
落
や
レ
ー
ル
の
残
る
石
畳�

浜
田
千
代
美

鯊
釣
り
の
少
年
流
木
ひ
と
ま
た
ぎ�

越
智　

幸
子

冬
霧
の
流
る
る
朝
の
露
天
風
呂�

灰
岡
美
穂
子

桃
色
の
小
貝
を
ひ
ろ
ふ
冬
の
浜�

小
川　

誉
子

冬
晴
れ
や
夫
の
見
つ
け
し
け
ん
ぽ
梨�

平
岡　

菊
江

松
江
城
め
ぐ
る
お
堀
り
の
炬
燵
舟�

与
三
本
愛
子

虫が混入していた
菓子袋
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燃えるごみの水分を減らしましょう！
（ごみ質分析調査の結果について）

　町では、毎年家庭から出されるごみ袋を 10ヵ所無作為に選び出し、「ごみ質分析調査」を行っています。
今年は５月に実施しましたが、なんと燃えるごみの７０％が水分であるという驚きの結果がでました。
（例年は 40〜 60％）
　例年に比べて生ごみが多かったことなどが原因だと考えられますが、それにしても、水分の比率が高す
ぎるのではないでしょうか？
　町内で１年間に収集する燃えるごみは、約 1,000 ｔで、約 2,600 万円の処理費がかかっています。
　生ごみを捨てる前に、しっかりと水切りをするなどして、10％の水分を減らすだけで、年間約 260 万
円の節約をすることが出来ます。

わき Netわき Net環
境
環
境 No.21（H20.12）

和木町のごみ事情

　山口県では、12月１日〜２月 28 日の３ヵ月間、冬のエコスタイル・エコドライブキャンペーンと題し、
様々な温暖化防止対策を実施する予定です。
　特に、環境省が地球温暖化防止月間と定めている 12月は、「ノーマイカー強化月間」、
「省エネ電球取替促進キャンペーン」を実施します。

冬のエコスタイル
　　  エコドライブキャンペーン
冬のエコスタイル
　　  エコドライブキャンペーン

　12月の１ヵ月間を「ノーマイカー強化月間」として、県内の各事業所等にノーマイカー通勤の取組強化
を促します。（県と町の職員は、5日と 19日に重点的に取り組みます。）
　公共交通機関の利用や自転車通勤を行うことにより、ＣＯ 2の排出削減が期待できます。
　地球のため、そして自分の健康のため、ノーマイカー通勤をしてみてはいかがでしょうか？

　山口県では、12月の１ヵ月間、白熱電球に比べて省電力、長寿命の省エネ電球（電球形蛍光ランプ）へ
の取替を促進するキャンペーンを、県内の電器販売店等と連携して実施します。
　年末の大掃除を機会に、家庭にある白熱電球を省エネ電球に取り替えみてはいかがでしょうか？

ノーマイカー強化月間

省エネ電球取替促進キャンペーン

問合せ ▼住民サービス課（☎ 52 − 2194）　　山口県環境政策課（☎ 083 − 933 − 2690）

成分 水分 灰分 可燃分

比率（％） 70.8 4.3 24.9

平成 20 年度分析結果（５月 26 日実施、天気：晴れ）
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はっちの家イルミネーション
期　間 ▼平成 20 年 12 月 10 日㈬
　　　　　～平成 21 年 1月 10 日㈯
時　間 ▼ 17 時 30 分～ 22 時
場　所 ▼蜂ヶ峯総合公園内　はっちの家
問合せ ▼商工会（☎ 53 − 2066）

住宅建設資金利子補給制度
　この制度は、和木町内において良質な住
宅の建設の促進を図るため、町内に住宅を
新築した方、または町内に建設された新築
住宅を購入した方で、その資金を金融機関
等から借り入れた方に対して、その借入額
に対する利子の一部または全部について、
町が補助する制度です。

対象となる新築住宅の基準 ▼

　人の居住用床面積が 60 ㎡以上あること。
補助額及び補助期間 ▼
　新築住宅の建設または購入に要した費用
に対する償還金のうち、利子に相当する額
（年額上限 60,000 円）を居住を開始した月
から 60 ヵ月間補助します。
申請方法 ▼

　居住開始から２ヵ月以内に、必要書類を
添えて役場都市建設課に申請して下さい。
問合せ ▼都市建設課住宅係（☎ 52 − 2197）

固定資産税…３期分　国民健康保険料…６期分
介護保険料…６期分　町営住宅使用料…12月分
後期高齢者医療保険料……６期分
　今月の口座振替日は 12 月 25 日㈭となります
ので、ご注意ください。
※�次の３日間は夜８時まで税務課窓口で納税を
受け付けます。12月22日㈪、24日㈬、25日㈭

　�納税相談にもご利用ください。町税などの納
税は便利な口座振替をご利用下さい。

問合せ▼税務課（☎ 52 − 2193）
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（百人）3 2 1 0 0 1 2 34
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成20年11月1日現在

総人口　6,679人
 （－3）
世帯数　2,729世帯
 （－5）
和木町の面積　10.56

（－4） （＋1）
 3,312人　男 女　3,367人
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